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要旨：Songs of Innocence and Songs of Experience は 1794 年に出版された William Blake の初期
の代表作である。そしておよそ 1804 年頃に書いた“To Tirzah”を彼はわざわざ Songs of 
Experience に含めたのであった。これはどのような意図で行われたのであろうか。1804 年は彼
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1. ＜序文＞ 
William Blake (1757-1827) の 30 代 の 秀 作 は Songs of Innocence and Songs of 
Experience(1794)である。これらの歌にはのどかな子供の世界とこれに対立する苛酷な大
人の世界とが歌われていると言われている。これとほぼ同じ時期に一連の小預言書群
(The First Book of Urizen, Europe, a Prophecy，The Song of Los，The Book of Ahania， The 
Book of Los 等 ) が書 かれ た が 、こ れ ら を総 合 し 拡大 し た の が The Four Zoas       
(1795-1804)，Milton (1804-08)， Jerusalem (1804-20)等の大預言書群である。Songs of 
Innocence and of Experience と大預言書群との間には１０年の隔たりがあり、これらの       
相互の関係は稀薄であると考えられているようである。 しかしながら筆者は両者には
ある共通したテーマが隠されているのではないかと思う。この小論ではこの点を Songs of 
Experience に後年になって収められた“To Tirzah”を中心に考察したい 1)。 
 
2. ＜Tirzah の世界＞ 
“To Tirzah”は４連からなる比較的小さな詩であるのでまず全体を引用したいと思う。 
 
Whate'er is Born of Mortal Birth 
Must be consumed with the Earth 
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To rise from Generation free: 
Then what have I to do with thee?      (st.1) 
 
The Sexes sprung from Shame & Pride， 
Blow'd in the morn；in evening died; 
But Mercy chang'd Death into Sleep; 
The Sexes rose to work ＆ weep.      (st.2) 
 
Thou,  Mother of my Mortal  part， 
With cruelty didst mould my Heart， 
And with false self-deceiving tears 
Didst bind my Nostrils, Eyes, ＆ Ears:  (st.3) 
 
Didst close my Tongue in senseless clay, 
And me to Mortal Life betray. 
The Death of Jesus set me free: 





















北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 
No. 6, 95-103, 2008. 
それならば我と汝とは何の関係があるか？   (第 4 連) 
                (詩の和訳は筆者による) 
 
表題の Tirzah という名は旧約聖書の雅歌（6:4)、民数記(27:1-11;36:3)、ヨシュア記（17:3
－4)に由来すると思われる。雅歌では聖都 Jerusalem とともに麗しの Tirzah と呼ばれる
都市の名である。民数記とヨシュア記ではツエロフハド(ZELOPHEHAD)の五人の娘の
末娘である。彼には継嗣たる男子に恵まれず、彼の土地は娘たちに与えられたとある。 




Whate'er is Born of Mortal Birth 
Must be consumed with the Earth 
To rise from Generation free: 




そして鉱物を生み出す母胎を大地と考える。 Blake はこの生産の世界を Generation と呼
ぶ。４行目の“I”すなわち「我」はこの詩の語り手であり、呼びかけられている相手“thee”
「汝」とはおそらく Tirzah を指すと思われる。彼女は第３連目では“Thou, Mother of my 




これはどのようなことであろうか。つまり Generation には通常の意味以外の Blake 独自






The Sexes sprung from Shame & Pride， 
Blow'd in the morn；in evening died; 
But Mercy chang'd Death into Sleep: 
The Sexes rose to work & weep. 
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に思わせる根拠は３行目“But Mercy chang’d Death into Sleep”にある。「慈悲が死を眠り






the Visions of the Night of Beulah， 
Where Sexes wander in dreams of bliss among 
the Emanations， 
Where the Masculine ＆Feminine are nursed into 
Youth and Maiden 
By tears and smiles of Bulah's Daughters 
Till the Time of Sleep is past. 






ようなことであろうか。まず Beulah であるがこれはイザヤ書や Bunyan の Pilgrim’s 




北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 














The Negation is the Spectre, the Reasoning power in Man; 
This is a false Body, an lncrustation over my lmmortal 
Spirit, a Selfhood which must be put off and annihilated alway, 
















わるのである。先に引用した“Where the Masculine ＆ Feminine are nursed into / Youth and 
Maiden / By tears and smiles of Bulah's Daughters / Till the Time of Sleep is past.”(Jerusalem)
はおそらくこの真実を述べたのであり、大人の男女から若者の男女への変身は心の一大
転換を示唆すると言えよう。別の言葉で言うと禅の公案の一つである「隻手の音声」4)
を聞くような純粋体験が Blake にはあったと言えるのではないか。 
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あるかが４行目“The Sexes rose to work ＆ weep.”に表れていると思われる。 
 
3. ＜Tirzah からの解放＞ 
それでは第３連、４連を以下に引用しよう。 
 
Thou，Mother of my Mortal part， 
With cruelty didst mould my Heart， 
And with false self-deceiving tears 
Didst bind my Nostrils，Eyes, ＆ Ears: 
 
Didst close my Tongue in senseless clay 
And me to Mortal Life betray， 
The Death of Jesus set me free: 
Then what have I to do with thee? 
 





それはまさに生きてはいても死同然だと Blake は述べている 5)。閉塞された五感の世界と
自我から解放された結果五感もまた無限に向かい全開された様子が The Marriage of 
Heaven and Hell の中の２つの引用において歌われる。 
 
How do you know but ev'ry Bird that cuts the airy way， 
Is an immense world of delight, clos'd by your senses five? 
                                                “A Memorable Fancy plates 6-7” 
 
If the doors of perception were cleansed every things thro’narrow 
to man as it is infinite. 
For man has closed himself up till he sees all things thro’narrow 
chinks of his cavern. 
                                                  Ibid.plate 14 
鳥が天空を無心に飛翔する姿を心からの歓喜をもって受け止め、自分白身も歓喜の渦に
巻き込まれる体験をすることが、何にもまして Tirzah の支配する Generation から解放さ
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この詩の歌い手は遂に善悪の二元論が支配する Generation から Tirzah の呪縛から解放さ
れる術を知ったのだ。 












Thus was the Lamb of God condemn'd to Death. 
They nail’d him upon the tree of Mystery, weeping over him 
And then mocking ＆ then worshipping, calling him Lord ＆ King 
                                    (The Four Zoas, Night the Eighth, 325-327) 
 
イエスは「神秘の木」の上で処刑される。イエスを殺害するのは Tirzah, Rahab, Babylon the 
Great という Generation の中核をなす理性集団である。  Blake にとってイエスは
Imagination と同じ意味を持つのである。「神秘の木」は「知恵の木」と同一視されると
言われる 6)。つまり「イエスの死」は Blake にとって人間の生命である想像力が理性に殺
害されたということを意味するのである。これはキリスト教とは全く異なる見解と言え










“To Tirzah”の意義                                                             安藤 栄子 






はじめて Tirzah, Generation と別れることができたのである。さればこそ「我と汝とは何
の関係があるのか」と歌い終わるのであろう。 
 




う長衣には文字が書かれてある。それは縦に“lt is Raised / a Spiritual Body”とある。 
「霊的肉体が甦った」のである。これも詩そのものに劣らず謎めいた言葉であろう。 
これと関連して Blake は以下のように述べている。 
 
He（the Lamb of God）stood in fair Jerusalem to awake up into 
Eden 
The fallen Man, but first to Give [the Veil of Mystery del.]his 
Vegetated body 
[And then call Urizen & Luvah & Tharmas & Urthona del.] 
To be cut off & separated, that Spiritual body may be Reveal’d. 









Blake は Hayley に宛てた手紙の中で彼自身が自我に束縛されていたが、今やその呪縛か
ら解き放された歓喜を述べている 8)。この手紙は１８０４年に書かれたものである。そ





北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 
No. 6, 95-103, 2008. 
6. ＜結論＞ 
以上述べてきたところから明らかのように、“To Tirzah”は Tirzah の支配する Generation
という暗澹たる死の世界から光明あふれる Imagination，Spiritual Body への覚醒を歌い上
げた作品である。しかもこれは大預言書群を貫いて流れる大きなテーマである。Blake







Blake の作品はすべて Geoffrey Keynes ed., Blake Complete Writings with Variant Readings 




1) Keynes 氏は“To Tirzah”は 1801 年頃に Songs of Experience に加えられたと考えるが、 W. H. Stevenson
は 1804-05 年頃か 1809 年頃に書かれたと推測する。(The Poem of 
William Blake (London: Longman Group Limited, 1971), p.590. 
2) The Four Zoas, Night the First 22; Night the Seventh 390, Europe 2:5 等を参照 
3) S. Foster Damon，A Blake Dictionary（Providence, Rhode Island: Brown University Press，1973）, p.42. 
4) 禅宗の公案の一。両手を打って鳴らせば音が出るが、片手にどんな音があるかという意。白隠が初めて
参禅する者に対して「隻手声あり、その声を聞け」といったのに始まる。隻手の声。（広辞苑） 
5) ”A Divine Image”（Songs of Experience）の第 1 連はまさに二元の世界に堕ちた人間の「冷酷さ」を歌い上
げる。（Keynes, p.221） 
6) S. Foster Damon，A Blake Dictionary, p.410. 
7) Milton Klonsky，William Blake: The Seer and His Visions （New York: Harmony Books， 
1977），p.104. 
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